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であり ， 収入舗は傑準経質問収傾である。第 2 1;1 16:力 iii:の Z~ /J\ ，

W;3 :i;i:電力料金の;lì 出については， tA-2 草およびtll;3章の各条

に規定するところにかかわらず，中間勘定(用品，工事を除 く )

経理!の暫定処理方について(昭和 26 ・ 7 ・ 14 公報依命通迷)に定

めるところによっている。電力量の鉱山については， 発電区 ・

給'íl1区および~m区から~111区お よび配1[1室への供給電力企は，

供給を受ける変電区および配電室の受定期積算配力計 によるが，

これらの需主主箇所に受f!UFl tJ(算電力計のない場合は， 供給筒所

である発電区 ・ 給1IÌ区および変電区の品'(~HI1力号|の示す供給'ì[

力主1から ， 送電線その他のHfc定損失 f.11力孟tを差引いたものを供

給(使用)電力量1 とする。さらにこれ等の供給箇所にも絞Z?: 電力

汗|のない場合は，供給憶力の侭H寺平均の'ì[流 . 11:i:圧 ・力 ;:t~およ

び使用I時間によ って鉱山した供給電力投から， 送電線そのi也の

指定損失電力盆を差引いたものを供給(使ff.Jl 電力:@:とする 。 ま

たぎe 'it.:区 ・ 給電区 ・ ~111区および配電室から電力使用場所への

供給電力ii!を算出する九時合も，おおむね前に述べた方法により

行う。っき'に電力料金のお:定については， 公舎 ・ 構内~業!古等

の惚気料金は日本国有鉄道自家用電気供給規程 (ìI百豹131 ・ 3 ・ 24

総裁迷第 123 号)の定めるところにより ， その他のものについ

ては直流，交流別に lKW 当りの傑1\叫í f田lに供給電力量を釆じ

た金創をも って供給憶力料金とする。この際i\~主ìif由lは傑準経費，

副生品その他雑収入(標準経ij!( の低滅Jtl!;f，)および予定供給電

力企によ っ て;f，i::i\ する。首~; 4 主主絞ll'Iの~<]Ilは， ï[t気IIj:業休とし

ての給也管理!事務所および鉄道信:flll局において ， イff 月経ij!(盤国!

表を作成 し ， m気事業の経営jll;移および経過をみること を定め

ており ， 告i15 lil:刻tflllは経ij!(盤~]1表の提出につき規定している。

(竹沢謙二)

てんきこうさくぶつきてい 電気工作物規程 旧電気事業

法第 13 条， 第 15 条第 2 項および第 30 条第 1 項によって， m気

工作物相互間および電気工作物とその他の工作物との聞の障害

防止のため， 胞設に関する事項を定めたi直前産業省令(昭和 29 ・

4 ・ 1 ~店 13 号)で送間電線，電気使用場所の工事， 電気鉄道など

の工事の基準， これらに使用する後械 ・ 総具の技術基準を定め

たものである。(小品目畢之進)

てんきこうじきょく 電気工事局 国鉄の地方俄際1 (J也ブJに

:töいて国鉄の業務を分掌 している隊隊lであって国鉄の従たる事

務所をなすもの)。その所管業務は，電気泡i転，発送電， 1[ブ)，

信号保安および電気通信の施設の新設および改良の工事につい

て総裁の指定する業務および委託された業務て、為る。また一般

の委託によって陸運に|刻する電気巡転，発送電， 'i[力 ， 信号保

安および電気通信の工事をも行っている。東京および大阪の 2

筒所に設置してあり ， 東京は東京付近以北を， 大阪はその他を

担当 している。

内部組織は!f!J:車需品， 契約制!，経flll鵠! (東京に限る)，計図淑，

m力車J! ， 信号巡信?乱発電諜(東京tこ限る)および後械淑(東

京に限る)となっている。なお次長が東京に 3 人， 大阪に 2 人

低かれている。

現業担量|誕l として工事区があり ，その数は 27 である。

昭和 32 . 8 月末の工事政の決算見込は， 主姿改良約 81 億門 ，

諸改良約 10 億円， 取替約 8 fß!:円，付制約四億円である。所属

する紋員の数は， 約1 ，700 人。(宮坂正直)

てんきさじようき 電気鎖錠器 (英) electric lock てこに

低気(fJに鎖錠をj応すものをいう。その用途はきわめて多く ， 主

として第 2 種電気込li11ìJJ装置において転轍(てんてつ)てこと組合

わせて用いられるが，割n 極機械または電気機，第 2 極機械連

動装置にも転鰍 ・ 信号その他のてこに取付けて，てこに電気鎖

事~を行うにmい

る。

~"t!:気鎖事ë採に

は， 交流m と直

流用の 2 極類が

あ って ， G型と

H型に分けられ，

~Å紫式信号て こ

に用いるものは 1 電気鎖錠総 ( H 型)

一般にG型が使用され，その他はH lli!(写其)が主として使用さ

れている。 H型電気鎖錠探の低気鎖錠総はクラ γ {I， セグメン

ト(鎖錠j十ともいう) ，鎖錠電磁石， @路制証1I総および鎖錠梓(か

ん)等からなり ，主目錠枠は一端に鎖錠子， 他端にア ー マ チャ ーが

l民十l け られている。クランクは接続梓および調盤子によって，

てこの励作わくの一端にI荻村けられてい

る接続Ïi4hに)ili結されている。クランクと

)i'iJ じ q4hに l反付けられているセグメン トは

~Ié円形で， 定位および反位 2 岱l所に切欠

があり ， 査員錠子は常ìI寺このセグメントの

切欠に落込んでいる。したがっ ててこを

転燥しようとして，ラッチをlöi っ ても，

セグメ γ トは回転しないから ， ラッチを

j毘 り切ることはできない。すなわちてこ

を転換 し得ないのである。しかるにてこ

と関連のある信号後とか転轍総等が正当

位置にな っ ておれば，鎖錠電磁石に電流

2. 'iIt気鎖錠m~
1置付図(H型)

が流れるので，電磁石は励磁 し， ア ー マチヤ ーを吸引する。す

ると鎖錠:f!j\の他端は上部に動かされ，鎖錠子を切欠から引上げ

る。 したがってセグメン ト は回転しうる状態になり，ラッチは

完全にj屋り得るから， てこは転換することができる。ラッチを

j径れば，その運動はてこの動作わく ， 接続かん， クラ γF を経

てセグメントを回転させる ， てこの転換途中ではセグメントは

回転 しない。つぎにてこを反位とし， ラッチを離すと ， セグメ

γ トは再び問方向に回;1反 して反位の位置をllXり ， ここで電磁石

に送る電流を断てば，電磁石はi!l\励磁となり ， アー マチャ ーを

!荻引する力がなくなり ， 室員錠子は務下してセグメントの反位の

切夕、に縫込み， セグメントを反i立に鎖錠するのである。

G型電気鎖錠探はH型と原油! ・ 構造とも同じようなものであ

るが，セグメン ト が 2 又かんおよび接続かんによ っ て動作わく

に取付けられている点などが相違している。

鎖錠電磁石は， 1誕l 係信号機または転轍w，.;が正当{立位にあれば，

m流が流れてア ー マヂャ ーを!吸引して鎖錠子を引上げるのであ

るが，常時電流をV1Eすのでは不経済であるから， てこを転換し

ようとする場合のみ従流を通ずるように， 踏ボタンを設けて常

時はこの回路を切断しておき， 必Mある場合のみ踏ボタンを踏

んで閉路を構成するようにしてある。

なお踏ボタンは屋外mではてこ台の側聞に， 屋内用では扱所

の床上に設けられている。

1 段切欠と 2 段切欠
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